
















































　　　　　　Youitsu HONDA’s Views of the Nation Building 








Missionary Union）の宣教師ヂョナサン・ゴーブル（Goble, Jonathan 12. . －1. . 1、以下 J. ゴー
ブルと略称）及び J. ゴーブル夫人、米国長老教会（Presbyterian Church in the United States, North）の宣
教師ヘンリー・ルーミス（Loomis, Henry 1. . －120. . 2 以下 H. ルーミスと略称）、米国和
オランダ
蘭改
革教会宣教師サミュエル・ロビンズ・ブラオン（Brown, Samuel Robbins 110..1－10. . 20、以下
S. R. ブラオンと略称）及び同夫人、米国和蘭改革教会宣教師ジェームス・ハミルトン・バラ（Ballagh, 
James Hamilton 12. . －120. 1. 2、以下 J. H. バラと略称）及び J. H. バラ夫人マーガレット・バラ
（Margaret Tate Kinnear Ballagh, 10－10）など七人の宣教師及び夫人である。かれらアメリカのキリ
スト教宣教師及び夫人の「日本伝道の召命を受けた」宣教師としての明確な伝道の使命感と強い信仰心
は、本多庸一が津軽弘前藩の藩意識から統一国家としての日本国意識へと目覚め形成する上で、どんな
に大きな影響をもたらしているかについては、次の J. ゴーブルとエリザ夫人、S. R. ブラオン及びエリ




















































































































































































































































































































に英語・英学を学んだ「横浜山手番 AB の区画（箕輪坂）」の二つの洋館のうち、J. ゴーブルが元治
元（1）年に横浜山手に新築移転した一軒目の洋館であると思われるが、今日、残されている「山手












ゴーブル、N. ブラウンから S. R. ブラウン、へッバァンなども翻訳した」（）と高く位置付けられてい

































































「12（明治５）年グリーン, D. C の妹と結婚し、５月2日横浜に来日」（1）しているので、本多庸一は、
明治３（10）年の時点では、ヘーリ・ルーミスから英語の「教えを受け」てはいないであろう。




















改革教会宣教師 S. R. ブラオン夫人に移り替わることになる。本多





























　ベッテルハイム Bettelheim, Bernard Jean 111.－0.2.　「イギリス海軍琉球伝道会宣教師。漢名伯徳令。……ギュツ
ラフ，K. F. A. の世話を受けて日本語を学び、年５月１日（弘化３．４．６）那覇に上陸。中山府は監視の下に護国
寺に住まわせた。清人通事について琉球語を習得、１年余の頃には監視の目をくぐって街頭に進出、また妻（エリザ






































































が、夫である S. R. ブラウンが日本人の英語教育について、文久３（1）年８月2日付の「フィリッ


















いられたもの」（1）である。この S. R. ブラウンの『日英会話篇』は、この S. R. ブラウンが「日本語の研
究を始める人々の手引きになると思い編集した」（文久２〔12〕年２月1日フイリップ・ベルツあて
書簡）ものである。この『日英会話篇』の編集に関して、この S. R. ブラウンの「フィリップ・ぺルツ
師あて」書簡に、「わたしの研究をすすめ、また、日本語の知識を得たい人々に役だてるため、英語の
慣用句の書物を会話体の日本語に訳すことにいたしました。その書物というのは、マラッカの英華学堂




































年の冬に、本多庸一は、一旦弘前にひきあげることになる。本多庸一が S. R. ブラウン夫人エリザべス
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―　　―
に次いで英語を学ぶことになった J. H. バラ（Ballagh, James Hamilton 12. . ―120. 1. 2）は、「アメ
リカ・オランダ改革派教会宣教師で、神学博士」（1）である。
　そこで本章では、本多庸一が「一旦弘前にひきあげ」るまでの、約一年間に亘る本多庸一の「海外遊












に働くことを」（）求めていたのである。「日本伝道を志し」た J. H. バラは、文久元（11）年、「マー
ガレット・キネア（Kinner, Margaret Tate）と結婚後半月でニューヨークを出航」（1）して、J. H. バラ夫妻






















　“In 11, I went to Yokohama for study.  Here I had a chance to come in contact with American Missionaries, 
and I had to study the Bible before I took other studies every day.  From the ﬁrst I could accept the belief in the 
existence of God, but in many things I could not agree with them, and was offended against Christianity.  For 
instance, “Therefore shall a man leave his father and his mother, and cleave unto his wife: and they shall be one 
ﬂesh.”  Gen.2;2. That offended me very much, and I thought that is a strong evidence that Christianity is an evil 
sect which will destroy the order and peace of society, and deserves to be prohibited.  But there was one thing 
which could soften my offended mind so as to make me to be patient and thoughtful.  That was the kindness of the 
Missionaries to me, and their prayers, so earnest and sincere for their pupils and the nation, while the people were 

















本多庸一の宣教師 J. H. バラの家塾における英語教育の「学び」（薫陶）は、第一に英語・英学の学習、
第二に聖書の教授、そして第三に福音のため「日本の為に神に祈る志」などの三点に「まとめ」ること
ができるであろう。そこで、本章においては、本多庸一のバラ家塾における英語教育の「学び」、換言















































































　J. H. バラの聖書の教授　我々の第二の課題は、J. H. バラの聖書の教授の問題である。何故なら、本
日本の国士本多庸一の宣教師との出会いと「藩意識から日本国意識へ」の目覚めと形成　Ⅰ
―　　―
多庸一は、アメリカ・オランダ改革派宣教師 J. H. バラの「聖書の教授には却つて興味を失」（） ってい
るからである。本多庸一が J. H. バラの「聖書の教授」に「興味を失」った事由は、結論を先にいえば、
「新しく開国したばかりの」日本においては、「キリスト教が社会の秩序と平和を破壊するが故に、禁
止されるに値する邪悪な宗派である一つの強力な証拠」を発見し認識したことにある。先に触れたよ








　そして J. H. バラ自身もまた、本多庸一に限らずバラ家塾における「聖書の教授」に関して、「弟子
の中には戦ひ（戊辰戦争：筆者）に敗けた者が多かった。鬱憤か満ちて居る。聖書もいやいや読んだ
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、やがて聖書を日本語に翻訳して、日本にキリス
ト教を教え弘めようとし」（）ていたからである。













　この J. H. バラが英語の「授業は、聖書を読んで説明や解説をし、祈りをしてから始める」学習方法
について、「バラ氏は（日本伝道の有能な）同労者であっ」（）た S. R. ブラウンも、1（慶応元年）年




















4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
なく
4 4
（傍点筆者）」（）して、｢ 唯英語学修のみ ｣ 専念していたことにもあるが、二つには、本多庸一が











　“Confucianism, the most inﬂuential among the Military class, was a politico-ethical system. It does not teach a 











　“…… and I thought that is a strong evidence that Christianity is an evil sect which will destroy the order and 











　バラ氏の熱誠なる祈祷　本多庸一の宣教師 J. H. バラの家塾における英語教育の「学び」（薫陶）に
関する、第一の「英語・英学の学習」、第二の「聖書の教授」に次ぐ、我々の第三の課題は、宣教師 J. 








た」（）“MY OWN CONVERSION（私自身の改宗）”（0）の中で、J. H. バラの「聖書の教授」について、
“But there was one thing which could soften my offended mind so as to make me to be patient and thoughtful. 
That was the kindness of the Missionaries to me, and their prayers, so earnest and sincere for their pupils and the 
nation, while the people were watching for a chance to drive them out of the country.  This was a great question to 















宣教師 J. H. バラの家塾における英語教育の「学び」（薫陶）に関する、「英語・英学の学習」、「聖書
の教授」、福音のため「日本の為に神に祈る志」の三つ課題の内、第三の J. H. バラの福音のため「日
本の為に神に祈る志」の課題については、ほんの触りについてのみ言及しただけであり、しかも本稿
の第六章として予定されていた、本多庸一が ｢ 明治四年廃藩置県となりし為に藩の学資断えて帰郷 ｣
を余儀なくされた」際の「本多庸一の帰郷」の問題については全く論述されずに、未完に終わってい
る。従って、本稿において残された J. H. バラの福音のため「日本の為に神に祈る志」の課題及び明
治四年の廃藩置県による「本多庸一の帰郷」の問題については、次号に予定されている論考「日本の
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